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開催概要
概要：第2回世界科学館サミット(SCWS2017)は、アジア太平洋地域を

代表し、日本科学未来館にて開催

日程: 2017年11月15日(水)～17日(金)

テーマ:  世界をつなぐ－持続可能な未来に向かって
トピック: 15日 グローバル・サスティナビリティ

16日 ともに創り、ともに変わる
17日 一人ひとりが科学に関わるために

世界98ヶ国より828名の各界の代表者が集い、持続可能な社会の実現に
向けて、科学館が社会に果たすべき役割について、長期的な戦略を議論
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開催結果
SCWS2017では国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に
向け、科学館が果たすべき役割を「東京プロトコール」としてまとめ、今、
直面している様々な地球規模課題の解決や、人類の持続可能性に
科学館が貢献していくためのアクションプランについて議論。

3



4

招待講演者
スマヤ・エル＝ハッサン（ハシェミット王国王立科学協会会長、ヨルダン）

スウェイ・アクソイ（国際博物館会議会長、トルコ）

安藤忠雄（建築家、東京大学名誉教授、日本）

ジャン・ディビス（バスティオンテクノロジーズ、米国）

山中伸弥（京都大学iPS細胞研究所(CiRA)所長・教授、日本）

ゴードン・マクビーン（国際科学会議(ICSU)会長、カナダ）

ブルクタウィット・ティガブ（ウィズ・キッズ・ワークショップ共同創設者、CEO、クリエイティブ・ディレクター、エチオピア）

ジョン・クレブス（オックスフォード大学ジーザスカレッジ名誉フェロー、前学長、英国）

パバン・シュクデフ（国連環境計画(UNEP)親善大使、GIST(Green Indian States Trust)創設者・理事、GIST
アドバイザリー設立者CEO、エール大学ダヴェンポートカレッジアソシエートフェロー、インド）

トーマス・E・ラブジョイ（ジョージ・メイソン大学環境科学・政策専攻教授、米国）

ジュリア・タグエナ（メキシコ国家科学技術審議会、科学振興副会長、メキシコ）
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参加者数：828名
参加国数：98ヶ国
男女比：男性58%・女性42%
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協賛企業数：16社
出展者数：25機関
地域・業界バランス：下記参照

参加者概要
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• TV 9件
• 新聞 43件
• Web 298件

広報
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協賛

8

協力

UNITED 
NATIONS
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会場風景

スウェイ・アクソイ氏
（国際博物館会議（ICOM)会長）

9

基調講演 多様な有識者による基調講演（6枠）を実施。

スマヤ・エル＝ハッサン王女
（ヨルダン・ハシェミット王国王立科学協会会会長）

開会式

皇太子殿下
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各日のトピックや東京プロトコールを主題として、多様な分野の専門家による発表、ディスカッション（全6枠）
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パラレルセッション
各地域の科学館やステークホルダーからの提案によるセッション企画（全34枠）

特別セッション



11

マーケットプレイス・SCWS2017関連企画展・集合写真
25団体からの出展（写真左）、併催企画として、特別展示「ビューティフル・ライス～1000年おいしく食べられますように」を公開（写真中央）
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社交
文部科学大臣出席のもと未来館での祝賀会を開催。2日目には八芳園（港区）にて夕食会を開催
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館内見学 参加者への展示ツアーや特別企画を実施
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閉会式 総括と次期開催館（メキシコ）への引継ぎ
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（参考）世界の科学館ネットワーク
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